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「地域まるごとで地域医療を支える」研修会を開催 －参加者募集－ 

周南公立大学地域健康交流研究センターは、2026 年 9 月 27 日（日）に、研修会「地域まるごと

で地域医療を支える―多職種・多業種・地域住民による連携―」を開催します。周南公立大学地域

健康交流研究センターでは、「地域まるごと」の多職種・多業種連携のための研修をセンター事業の

中核の１つとしています。2024 年 2 月に開催した研修会の第 2 弾として、地域における実践事例を

学びながら、地域の強みや課題を共有し、これからの地域医療について考えます。 

地域医療は地域に暮らす人びとの生活と人生の中で健康を支えるための医療です。 

本研修会は、医療・福祉・介護の専門職だけでなく、行政、教育、企業、地域住民など、地域に

関わるさまざまな人が立場や職種を越えてつながり、地域医療を支えるために何ができるのかをと

もに考える機会として開催します。専門職に限らず、地域医療や地域づくりに関心のある方であれ

ば、どなたでも参加できます。 

基調講演では、医療法人カタクリ会よしか病院副院長の佐々木弥生先生をお迎えし、「『つながり』

が生み出す“地域医療”と向き合う力（仮）」をテーマに講演いただきます。佐々木先生は、島根県

吉賀町において、六日市病院からよしか病院への再生に尽力されたほか、行政や地域住民との連携

を大切にしながら地域医療を支えておられます。また、岩国市本郷診療所看護師の森川真粧美氏か

ら、「地域を守り続ける看護師になる―誰ひとり取り残さない、地域の見守りから在宅看取りまで

―」をテーマに、地域に暮らす人々に寄り添った看護の実践について話題提供をいただきます。 

後半には、ワールドカフェ形式で参加者同士が語り合い、病気や障がいがあっても無くても、地

域に暮らす人びとが、その人らしくより豊かに生きることを目指し、「地域まるごとで地域医療を

支えるために、私たちに何ができるのか」を考えます。 

【開催概要】 

日時：2026 年 9月 27 日（日）13:30～16:30（受付 13:00～） 

会場：周南公立大学 S1 号館 S1401・S1402 教室   参加費：無料（事前申込制） 

対象：医療・福祉・介護・行政・教育・企業関係者、地域住民など 

主催：周南公立大学 地域健康交流研究センター   後援：周南市、山口県看護協会 

申込：掲載フライヤーの二次元コードから申込み 

本研修会は、地域医療に関心のある幅広い皆様の参加を募集しています。報道機関の皆様におか

れましては、参加者募集に向けた周知にご協力いただけますと幸いです。また、是非当日の取材を

戴けましたら幸甚です。 

本件に関する問い合わせ：周南公立大学・大平光子（moohira@shunan-u.ac.jp） 

研修会申し込みの問い合わせ：周南公立大学地域健康交流研究センター：田熊 

               E-mail：taguma_m25@shunan-u.ac.jp 
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